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１．はじめに 

 宮城沖の海陸プレート境界域では，ほぼ40年の再来間隔でＭ７級の地震が繰り返し発生している．最近の1978 

年宮城県沖地震(M7.4)の発生からすでに 26 年が経過しており，地震調査委員会による長期評価においても，近い

将来に次の大地震が非常に高い確率で発生すると指摘されている．我々は宮城沖における地震活動の詳細な空間分

布を解明するため，文部科学省の重点調査観測の一環として，2002 年 9 月より自己浮上式海底地震計(OBS)による

微小地震観測を開始した． 

２．観測概要 

 宮城沖重点調査観測における海底観測網は，長期型 OBS を設置した 5 点と短期型 OBS を設置した 10 点の計 15

点からなる．この観測を開始する前の 2002 年 6～8月には，長期型 OBS を設置する 5 点のうち，1978 年の地震の

破壊域を含むやや北側の定常的に微小地震活動が高い領域にある 4 点において，短期型 OBS を用いた先行調査を

行った(日野・他，2003)．先行調査の終了に伴い，同じ地点に長期型 OBS を設置し，2003 年 5 月まで連続観測を

行った．これらの長期型 OBS の設置は南極観測船「しらせ」により 2002 年 8 月 29 日に行い，回収は舞鶴海洋気象

台「清風丸」により，2003 年 5 月 16～18 日にかけて行った．回収と同時にこれら 4 点に長期型 OBS の再設置を行

うとともに，新たに長期型 OBS による観測点 1 点と，短期型 OBS による５点を設置した．7 月 1～8 日に函館海洋

気象台「高風丸」により短期型 OBS5 台の機材交換と新たに短期型 OBS5 台の追加設置を行い，さらに 5月 26 日に

宮城沖でＭ7.0 の地震が発生したことを受け，長期型 OBS1 台を急遽回収・再設置を行った．10 月 17～23 日に気象

庁「凌風丸」により短期型 OBS はすべて回収し，短期 OBS 観測は一時中断したが，2004 年 5 月に再設置を行い，

本年度も OBS 観測網を維持する予定である．また，現在設置している長期型 OBS も 5 月の航海で回収・再設置し，

2005 年春までの連続観測を行う． 

３．データと解析 

 現在，長期型 OBS による 2002 年秋から 2003 年春までの観測データについて，解析を行っている．4点のうち

1 点はレコーダーの不調によりデータが得られなかった．また１点については十分な刻時精度が得られていないこ

とがわかったが，3観測点の OBS で，昨年 11 月 3 日に宮城沖で発生したＭ6.1 の地震を含む，2002 年 8 月 31 日～

2003 年 4 月 30 日の約 8ヶ月にわたる連続記録を得ることができた．これら OBS の着震時刻データを加えることに

よって，東北大学微小地震観測網によって検知された宮城沖およびその周辺地域で発生した地震の震源の再決定を

行っている．再決定の対象としたのは，東北大学のルーチン処理によって北緯 37.5～39.5°，東経 140.75～144°

の領域に震源が決定された地震で，これらに対応する部分を連続波形記録からイベント・ファイルとして切り出し

て，Ｐ及びＳ波の着震時刻を読みとった． 

４．結果 

 再決定の対象となった地震全体のうち 5 割程度に対しては，いずれかの OBS において精度よく着震時刻を読

み取ることができ，特に，Ｍ2.5 以上の地震に関しては，ほとんどの地震に対して震源を再決定することができた．

OBS の読み取りを加えることにより,特に深さ方向に精度のよい震源分布が得られた．今回求められた震源分布は，

プレート境界の形状を反映すると考えられる陸側へ傾斜した面上に集中する．プレート境界は，海岸線から約

130km 沖合を境として，海溝側は緩傾斜，陸側は急傾斜となるように傾斜角度を変化させている．この傾斜角度の

変化点におけるプレート境界の深さは約 20km であった．こうした特徴は，三陸沖や福島沖において知られている

プレート境界の形状の特徴と一致する． 

 


